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食品科学科場 より

「校内農業鑑定競技会」

今年の全国大会は
南四国！！

農業クラブ活動

６月１６日（火）に、学年ごとに校内農業鑑定競技会を行いま
した。農業鑑定競技会とは、農業に関する専門科目の学習の
なかで学んだ知識・技術の定着の度合いを競うものです。計
算問題は40秒、その他は１問20秒で解いていきます。
最優秀になった生徒は、１０月２１日（水）～２２日（木）に高知
県で開催される農業クラブ全国大会への出場権が与えられま
す。今年は２名の生徒が全国大会に出場予定です!!

挑戦してみよう！

Q1.この野菜の種子の発芽特性は次の
うちどれですか。

A  暗発芽種子
B 中間性種子
C 明発芽種子

Q2.この樹木の名前を
答えなさい。

トウモロコシの生育調査

ヨーグルトの製造

クッキーの製造

ニンジン収穫

草刈り モッツァレラチーズの製造

梅の収穫サツマイモの植えつけ

１年生の授業では、遅れていたスイカの定植が無事に終わり、ぐんぐん成長するトウモロコシの生育調査を
行っています。須知高校では１年生で農業の基礎である栽培をしっかり学び、２年生からコースに分かれてより
専門的な学習を進めていきます。
４月からコースでの学びをスタートした２年生は、使用器具の配置や製造工程を覚え、少しずつですが自分で
考え、積極的に行動できるようになってきました。３年生の課題研究では、今年度のテーマ設定や年間計画を立
て、チームごとに活動が進んでいます。１月には、３年間の集大成となる課題研究発表会を実施します。

８月２２ 日［土］ 体験セミナー開催!! オープンスクールで食品科学科の学びを
体験してみよう



みずほこども園と丹波ひかりこども園の園児たちが、須知高校に遊びに来てくれ
ました。ウィードの森を散策しながら、松ぼっくりやいろんな形の葉っぱを拾ったり、
動物とのふれあいでは高校生と一緒にエサやりを体験しました。
「うさぎさ～ん」と一生懸命に呼ぶ可愛い姿に、高校生も癒されていました。

「園児との交流」
地域交流

「北海道下川商業高校×須知高校」
交流事業

京丹波町と北海道の下川町は平成２５年より友好交流協定を締
結しており、これまでも交流を行ってきました。今年も北海道下川
商業高校からお声がけいただき、販売会に須知高校の加工品が並
びました。アイスやクッキー、煎り落花生などが販売され、すべて完
売したそうです。作成いただいたPOPはどれも商品の魅力が伝わ
るもので、さすがマーケティングを学ぶ商業高校生だと感心させら
れました。
こういった機会が互いに刺激となって、より良いものを創り上げ
る力になっていくと感じました。

表の農業鑑定の答えQ1：CQ2：クリ

販売実習の愛称が決定！

「須高プチマルシェ」

赤ちゃん誕生！

５羽のうさぎの赤
ちゃんが顔を出し
てくれました。
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２学期の販売日

９月１８日（金）
１１月２０日（金）

★その他イベント販売予定★
１０月１８日（日）京丹波マルシェ
１１月３日（祝・火）京都丹波ふるさと特産展うまいもの市

１６：００より販売開始
（売り切れ次第終了）

６月１２日に３回目となる販売実習
を開催しました。ヨーグルトやクッ
キー、メロンパン、レタスなど、授業
で栽培、製造した生産物がたくさん
並び、来場された方々に喜んでいた
だくことができました。
もっと親しみやすく、より多くの方
に販売実習や須知高校のことを知っ
ていただけるようにと、農業クラブ
の本部役員が愛称を考案し、投票の
結果｢須高プチマルシェ｣に決まりま
した！
今学期の販売会は終了しましたが、
２学期には須高プチマルシェの他に、
町内外でのイベント販売も予定して
いますので、ぜひお越しください。
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